
南の目指す生涯学習社会 ～みんなが元気に みんなが幸せに～

☆☆☆ 「紡ぐ」への投稿をお待ちしております。 ☆☆☆

№９９ 令和元年５月２２日

南教育事務所 社会教育担当

出前講座がスタートしました
毎年県南地区20校あまりの小・中学校で活用していただいて

いる，「あきた県庁出前講座№162『大人が支える！インター

ネットセーフティ』」が今年度もスタートしました。

初回は，仙北市立桧木内小学校の

３～６年生を対象にした講座でした。

子どもたちは，インターネットのメ

リットやデメリットについて自分の

考えを発表したり，ネットやゲーム

利用が要因となる実際のトラブルを

真剣に聞いたりして，意欲的に学習

してくれました。

「ネットやゲームの長時間利用が

心配」「家庭で約束を決めてほしい

けど，具体的な情報や手立てを知り

たい」など，ご要望にできるだけ対

応しますので，是非ご連絡ください。

【上：サービスの特徴】

【下：24時間の見える化】

県南地区第１回

放課後支援者研修会

を開催します

子どもたちの放課後の

生活を支えてくださって

いる方々のための研修会

です。

〔期日・時間〕

○令和元年６月11日(火)

○午前９：２０～正午

〔会場〕

○横手市浅舞公民館

〔申込・問合せ〕

○南教育事務所

社会教育班まで

TEL 0182-32-1101

アドバイザーコラム ： 学校・家庭・地域の協働１

協働の場づくり 社会教育アドバイザー 小笠原 重夫

最近，「協働」という言葉をいろいろなところ という言葉で表すことは，とても意味のあること
で目にするようになりました。 だと考えられます。
現在，南教育事務所管内の市町村では，県の「学 学校は，地域の人たちから学んだり，サポート

校・家庭・地域連携総合推進事業」を受けて，「地 を受けたりするだけでなく，地域課題の解決のた
域学校協働活動」に取り組んでいます。例えば， めに何か役立つことをする…。
子どもたちの学習や学校行事に保護者や地域住民 今，学校には，教育課程を介して子どもたち自
等が参画する「協働活動」や，長期休業中に公民 身を地域課題に向き合わせ，「自分だったらどう
館等で子どもたちに体験活動を提供する「あきた するか」を考えられる子どもたちを育成すること
わくわく未来ゼミ」などです。 が求められています。
また，来年度から小・中学校で順次全面実施と 学校が，地域と目標やビジョンを共有しながら，

なる新学習指導要領の前文には，「社会に開かれ 学校課題の解決にとどまらず，地域課題を解決す
た教育課程」の実現を，社会との連携及び協働に るための「協働の場」になることができたなら，
より図っていくということが明記されています。 学校は「地域づくりの核」にもなり得るのでない
協働は，文字通り「力を合わせて働く」ことを でしょうか。

意味しますが，そこには，ともに汗を流すことに
よって共通の目標を達成するという願いが込めら 今年度は，「社会教育による学校教育へのアプ
れているように思います。 ローチ」を意識し，「学校・家庭・地域の協働」
そう考えると，学校と家庭・地域の関係を協働 をテーマに隔月で連載する予定です。


